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｢安全を最優先する企業風土｣の構築

経 営 目 標

｢企業理念｣、｢安全憲章｣の浸透及び具現化を図り、

｢安全性向上計画｣を着実に実行することにより、

｢安全を最優先する企業風土｣を構築し、

お客様をはじめとする皆様からの信頼を早期に回復し、

企業グループとしての持続的な発展を目指します。
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ＪＲ西日本グループ中期経営目標の見直しについて
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事故で被害に遭われた方々への精一杯の対応事故で被害に遭われた方々への精一杯の対応

安全性向上のための取り組みの推進安全性向上のための取り組みの推進

変革の推進変革の推進

お客様に選択いただける
質の高いサービス・商品の提供

お客様に選択いただける
質の高いサービス・商品の提供

技術・技能の向上と継承、技術開発の推進技術・技能の向上と継承、技術開発の推進

企業の社会的責任（ＣＳＲ）の遂行企業の社会的責任（ＣＳＲ）の遂行

重要な経営課題
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安全性向上のための取り組みの推進安全性向上のための取り組みの推進

○｢安全性向上計画｣の着実な実行

○｢安全マネジメント態勢｣の確立

◇ 安心、信頼いただける鉄道づくり
◇ 社員の安全意識のさらなる醸成、事故の風化防止
◇ ソフト・ハード対策の集中的かつ確実な実施
◇ 重大事故の再発防止、未然防止のための取り組み
◇ 労働災害防止に向けた取り組み

◇ ｢鉄道安全管理規程｣の制定（平成18年10月）
・改正された鉄道事業法を踏まえ制定
・輸送の安全を確保するための事業運営の基本方針、管理の体制や実施方法等に
係る｢安全マネジメント態勢｣の確立を図る。

これらの安全性向上のための取り組みを通じて、
｢お客様の死傷事故ゼロ｣を目指します。
また､｢社員の重大労災ゼロ｣に向け不断の努力を重ねてまいります。
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｢安全性向上計画」の着実な実行｢安全性向上計画」の着実な実行
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◇ ｢現場重視｣､｢グループ企業一体」の考え方を徹底
◇ 人材の確保を図りながら｢技術・技能の向上｣に傾注
◇ 必要となる設備投資等について､本期間において優先的かつ集中的に投入

◇ 安心、信頼いただける鉄道づくり
◇ 社員の安全意識のさらなる醸成、事故の風化防止
・｢安全憲章｣の浸透の徹底
・安全ミーティングの実施 等

◇ ソフト・ハード対策の集中的かつ確実な実施
・予兆管理活動の定着・充実
(｢事故の芽｣､｢気がかり事象｣の活用等)
・効果的な安全教育の実施 等

◇ 重大事故の再発防止、未然防止のための取り組み
・安全監査や安全性評価の仕組みの整備
・安全研究所における成果の活用
・航空･鉄道事故調査委員会からの建議や安全諮問委員会からの提言への適切な対応 等

◇ 労働災害防止に向けた取り組み
・触車事故防止対策(可搬型ＡＴＳ地上子等) 等

・ＡＴＳ－ＳＷ、ＡＴＳ－Ｐの整備
・地震・防災対策(高架橋の耐震補強工事等)
・踏切保安度向上対策 等

＋（追加的な安全対策）


